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[ 1 ]
x，y はともに整数であり，1次方程式 21x − 5y = 4を満たすとする．このとき，以下の問いに答えなさい．

(1) 整数解 x，y を全て求めなさい．

(2) n = x + 3y とおく．0 <= n <= 3000の範囲で，
√

nが整数となるもののうち最大であるものを求め，そのとき

の n，x，y をそれぞれ求めよ．

解答

(1)
21x − 5y = 4 · · · · · ·①

また

21 · 4 − 5 · 16 = 4 · · · · · ·②

が成り立つ．①−②より
21(x − 4) − 5(y − 16) = 0

... 21(x − 4) = 5(y − 16)

が成り立ち，21と 5は互いに素であるから

{
x − 4 = 5k

y − 16 = 21k
(k は整数)

...

{
x = 5k + 4
y = 21k + 16

(kは整数)

(2) (1)より
n = x + 3y = (5k + 4) + 3(21k + 16)

= 4(17k + 13)

であり，
√

n = 2
√

17k + 13が整数となるのは

17k + 13 = m2 (mは自然数) · · · · · ·①

を満たすmが存在するときである．

このとき，さらに 0 <= n <= 3000より
0 <= 4(17k + 13) <= 3000

0 <= 4m2 <= 3000

0 <= m2 <= 750

... m = 0, 1, 2, · · · , 27
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であることが必要である．

このうち，大きい順に，①を満たす k が整数なるものを求める．

m = 27のとき k = 272 − 13
17

は整数でない

m = 26のとき k = 262 − 13
17

= 39となり整数

よって，条件を満たす最大の
√

nは
√

n = 2
√

262 = 52

であり，このとき

n = 522 = 2704

x = 5 · 39 + 4 = 199

y = 21 · 39 + 16 = 835
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[ 2 ]
y = ex · · · ①を考える． 原点 O から, この曲線①に引いた接線を ℓ とし, 接点を Pとおく．

(1) Pの座標を求めなさい．
(2) 点 Pを通り ℓに垂直に交わる直線をmとする． mと x軸との交点を Qとするとき, 三角形 OPQの面積を求
めなさい．

(3) 曲線①と ℓおよび y 軸で囲まれた部分の面積を求めなさい．

解答

(1) P (t, et) とする．y = ex の導関数は y′ = ex より，ℓの傾きは et と表せるので

ℓ : y = etx − tet + et

ℓは原点を通るので 0 = −tet + et ⇐⇒ t = 1 (... et > 0)
ゆえに P(1, e)

(2)

O

y

x

ℓ

m

Q
1

e

ℓの傾きは eであることから，mの傾きは − 1
e
である．よって，直線mの方程式は

m : y = − 1
e

x + 1
e

+ e

ゆえに，点 Qの座標は
(
e2 + 1, 0

)
よって，三角形 OPQの面積は

(
e2 + 1

)
· e · 1

2
=

e3 + e

2

(3)

O

y

x1

e

y = ex

y = ex
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求める面積を S とする．ℓ : y = exであることから

S =
∫ 1

0
(ex − ex) dx =

[
ex − e

2
x2
]1

0

= e − e

2
− 1

=
e

2
− 1
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[ 3 ]
放物線 y = x2 と直線 ℓ：y = x + b，(b > 0)は 2点 A，Bで交わっている．ただし，Aの x座標は負，Bの x座標

は正であるとする．線分 ABの中点をMとし，Mを通り直線 ℓに垂直な直線をmとする．直線mと放物線 y = x2

の交点のうち，x座標が負である点を Cとする．いま，AB = rとおくとき，CM =
√

3
2

rが成り立っている．この

とき，以下の問いに答えなさい．

(1) Mの x座標を r のみを用いた式で表しなさい．

(2) Cの座標を r のみを用いた式で表しなさい．

(3) bの値を求めなさい．

解答

(1) A(α, α2)，B(β, β2)（α < β）とおくと，M
(

α + β

2
,

α2 + β2

2

)
である．

直線 AB(直線 ℓ)の傾きは 1であるから

α2 − β2

α − β
= α + β = 1 · · · · · ·①

AB = r であるから

AB =
√

2(β − α) = r

... β − α = r√
2

· · · · · ·②

よって


(Mの x座標) = α + β

2
= 1

2

(Mの y 座標) = α2 + β2

2
= (α + β)2 + (α − β)2

4
= 2 + r2

8
(... ①, ②)

であるから

M
( 1

2
,

2 + r2

8

)
(2)

−→
OC =

−−→
OM +

−−→
MC · · · · · ·③

であり，
−−→
MCは

−→
AB = r√

2
(1, 1)を π

2
回転して

√
3

2
倍したベクトルであるから

−−→
MC =

√
3

2
· r√

2
(−1, 1) =

√
6

4
r(−1, 1)

とわかるので，③に代入して

−→
OC =

(
1
2

,
2 + r2

8

)
+

√
6

4
r(−1, 1)

=
(

2 −
√

6r

4
,

2 + 2
√

6r + r2

8

)
よって

C
(

2 −
√

6r

4
,

2 + 2
√

6r + r2

8

)



医学部専門予備校 YMS

(参考) Cの座標は次のような図形的な位置関係を考えて求めてもよい。

O

y

x

M

A

B

C

45◦

√
3

2 r√
3

2
√

2 r

√
3

2
√

2 r

y = x + b

y = x2

(3) 点 Cは放物線 y = x2 上にあるので

2 + 2
√

6r + r2

8
=
(

2 −
√

6r

4

)2

r2 − 2
√

6 = 0

... r = 2
√

6

このとき，M
(

1
2

,
13
4

)
であり，Mは ℓ上にあるから

13
4

= 1
2

+ b

... b =
11
4
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講評

[ 1 ]［整数の性質］(易)
基本的な一次不定方程式からの出題であった．(2)はしらみつぶしに調べるしかないだろう．

[ 2 ]［数Ⅲ微分法，数Ⅲ積分法］（易）
基本的な微積分に関する出題であった,．ここでの失点は避けたい問題ばかりで，素早く終わらせて大問 3に時間を
割いていくべきであろう．

[ 3 ]［図形と方程式］（標準）
3つの大問の中で最も骨のある問題で，要領のよい計算が求められる．大問 1，2を時間をかけずに終えて，大問 3
にしっかりと時間をかけて点数を稼ぎたい．

N1期と同程度のレベルであった．高得点勝負になると考えられる．N1，N2期ともに大問 2，3が関数絡みの出題
で，特に大問 3は図形的な考察を必要とする出題でもあった．正規合格ラインは 60点満点中 45～50点程度か．

0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410
東京都渋谷区代々木1-37-14

https://yms.ne.jp/


